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方言録音資料シリーズー8

高知県幡多郡大方町方言

土　居　重　俊　編

1　9　6　8



　このテキストは，総合研究「地方における話し

ことば教育法改善のための基礎的研究」（代表者

大石初太郎）の一部として，研究用の資料として作

られたものである。

　方言の録音方法，方言の表記の方法などのあら

ましについては，別に作った「方言の録音とテキ

ストの作成について」（国立圏語研究所話しことば

研究室編）を参照されたい。

　ここに牧めナこ方言の録音とテキストの作成と

は，高知大学教授土居重俊が担当した。
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収録地点とその方言について

1．収録地点名　高知県幡多郡大方跡

2収録地点の概観
　中村市の東方に位置する農村兼漁村6広添海岸線と松林に囲まれた町。藩政時代は幡多郡入野

郷と呼ばれた・肺18年謝が合併して大方町となり・昭和．31年に鮒合併・米原に轍親

王行在醗跡がある。塵物として米・麦のほかナロール（芳樟）・葉たばこの生産が盛んである。

　国ng　s　6号線が町を東西に貫通して，近く題鉄中村線が開遍する。

＆収録した：’ 綷ｾめ特色』

　四つ醜を区別する・．翠即1畢背｛≒趣軸（鰍鳴い的聴朗ID・ガ行禰の前の蹄

が轟音化する。ソーニカーラン（そうらしい），ノーガワリー（具合が悪い》などの用法があ防

土佐方誉的特色をよぐ轍えている。．ただし．アクセントは乙種で毒る。

4：地点選定の理由

　幡多方書の代表的地点と思われる。
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　　　　　　　　　表　記　に　つ　い　て

（齪の報胴1。使肌醇母，および便肌た補脂腸）

　　特になし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　nasalizat量onが強く出る場合（たとえば〔n量n只atSu〕）も，弱く出る場合も，一一

　　　ヘプ　ヘ　　　　　ヘ　 へ
　糠に　［〕d；臼g　のように表記してみた。
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　　　　　　　　　　；．1・木挽．．閑談．　・．か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録音β時…　1967年9月3臼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録画捨綱酬

話議）（氏名）幽（生年）鰹，（虐回歴）

難椒＋次男・明櫛牲瀞ﾋ高知購郡禰眺雄

．　∵木麟屈託騨こ話じ∵．

SS　kQM・9・・．・・t・’w・a「…　：』 E、　「 пE痴…9・dk・・一

　　　木挽をする　　人は　いな励　今　醐の（地名）讐

こ・智艶。蟹i臨．贈麟議繋劇10　康　

　　n．a．藍keNd◎・a．no、i’eo　 tdt．eru　t6kiranine：　kuboka一一

　　いな日鋼　あの励たてる　とき鱒こね　　騨
，： ﾑ巾：『n’O糠ノ、脚ka：・ま募：を鵠「onO駄鰯勝昏’

　　　　　　　　　　（2｝～　　＿　　　　　　　，　　　僅劉

　　矯．勧贈即ぎ潔零£二〇黙ご’留鐸S孟細

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへ

論議｝0．錫　撚｝0｝麟as’「aWa竃a：n◎審a：一

　　・・．。…」’・at／・・qp・…a’．ki　bl．Sa璃・kU・・ti・・…ri・m6・n・・

　　の・それは　　　りっぱな　　　木を　　三尺角ぐらいの　　　　　　　　ものを

　　、a。童誼，、、、。、，。、、。　k。，t．1。、，∴as泌。。。、一

　　荷車で　　　　　あそこへ行って　木を　　買っておいて　　　　荷車で　　　　　ず一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　（3｝
　　．qS・o　tO・r・imahite　gaqkO：hO　SimOnO　mitinO　hatc■　一一
　　つと』　取りよせて　　　　　　学校の　　　　　　下の　　　　　道の　　　　　はた

　　。i、　h、，ak範。、q，、・、，。量k。，。basi，」6i，。。。，

　　に　　はたけが　　　　あったが　　あれに　　　ころばしておいてね

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一5一　．



　　　　～～　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4｝　　　　　　　　　　　　　　～～

aremc3dja：　doきara　kojara　toqtik三t50ru　hikite黛a
あそこまでは　　　　どうやら　　　こうやら　　取って来ているが　　　引く入が

　　　　　　へん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘリ

nakaqtaga妻◎so三tuo　saNzlak99utiba：fi・o　moNdla一
無かったのよ　　　　　そいつを　　　　三尺四方ぐらいの　　　　　　　　　ものだ

㌦こご・、「．墨画3・k翻・智李歳贈：n・m三戸n・：三智ni

　　　　　　　　　　　　　　へもza：qto　harao　keduqte．s3、Nzja、　kukaku．no　mO．n，oo

ざっと．騨∵ずマて　こ禦凧：吻
sore◎　 toq．ti　klte　 hik：三tega　nakaqtagajo　dareq　一一
それを　　　取って　　来て　　　引き手が、　　　々かった（ρよ　．．い、．離

　　　　　　　　　　～～　　　　　　　　　　こ～　（6｝
tja：　hi，kitega　 sOreo　lhikunja：　 are　o≦ξaj◎　 are
も　　　　引き手が　　　　　それを　　ひくには　　　　　ほら　　オガよ　　　ほら

瓢・編，・k瑠爵搬粧Nd・．重蜜搬・勃・

籔㍑・：望轟瓢ご・u歯b麟・翻四．謝謹・

寵・姻1漉・・ゴ駅魂・嘱撚」a－語動画ρ

鵠・a琴・a・甥6．：鶴亀1。」a・（8）脇．・鴇ゼ濃素♂・

～瓢重a圭∫脇「摩漕塾1、ぞe三盛at凶｛．』．：

瓢ara謝・．蒙’w・吟坐聚瞬㌦鶏ara三瀬・

h・・ku・ik．…i・・rr　．’　・）・・．．・1・・㌔寮・s「U・・dlik・Nne…f寒」

ひっくりかえしたら　　　　　もう　　一尺五寸だからね　　　　　　　　　．そ勲．

？Yj・e「 c痙・．論、r甲・hik・r・’mQ…・」、．…　巾’瞬im・一
だったら　　　　誰でも　　　　　びける　　　　ものよ　　　それは　　　はじ．あ

智・・鋼ρk面・・㌶毒…思£婁・・．．黙’畑壌・・

moh～寝a　n　lak　Ja．qt．atie：

　ものが　　　無かったね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一6一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　 　へ　　　　　　　　　　　　　へ

㍊’譜獣0：嚇鋤akara磯鰐deno粥即
　　　　　　　　　　　　（地名）　　　　　　　（地名）　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆヘへ　
udeno　tatu　kobikio　tju：kitlga　ieo　hazimenja

腕のたつ繍 @劉　1tt’家を’（？〈，1’）始鷺

　　　　　　　　　　hasirawa　daki蛋tum◎no　t3ite　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　saGideikaNmONn◎
晩いモX）柱は　”できな㌔’という％断　さわいで
，脚顔剛（19　…d、，eq，3。．　hi、t。k。，e鹸。。、ike
さが「したが………　　　　　誰一人　　　　　　引いてくれる人が　　　　無いの唱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わへ
◎raNnimo　saNbeN　kitane　saNkai　kite　hldOwa
繍に烽ｵ‘三時　来たね．遡　来て　二面
　　　　　　　　　　　ヘへk・lgw．．a，qte　nid・w・」・ru　il　im・3…　N　k・t・m・n・　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　やれば　　　　　　やれん　　　　ことも　　　　なtと2）　bて　　　　　　　　　　二慶は

　　　　　　　　　　　．　．　　。．　　　　　　　　　．　　　　　　　．　　　。　al］i

karo：keNdo　i3a　 13a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SO｝Fina　 1’lqpalユa　 slnas10
かろうけれど Aいやいやそ疎．蝋　　製品を

回忌te．㍑んS蕩◎no・：ta「r∴郷擬繊：te・S墨1Yd
　　　㍗～　　　働馳　　　　　「』』　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（言いさし）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ikaNkeNne：　sONna　mo獄（〉一SU1γ｝1dc3ke　　　　　　　　　k貸r穏Wasltara
墨だけ．… D．蹴ら一『．一聯ねそをな「
wa　穏keawazaqta　tumari　saN　beNbu　ri　ni　m◎：dare！MO
は』引tあやなかった　編　　一点　tt．もうtt論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　
taite　taNmeti　do：sitati　hi：tikurete　naiga
聯，さがしたが　どうして’も　　ひいτくれる人が．いないが

tasukerU　◎m◎：te　3aqti　kuri　蓬U：te　saNbeNburi一
助けると　　　　思って　　　　やって　　　くれと　　言って　　　1三園目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　へげ
ni　kite　Sor3a　sorehodo　hikiteN　nai　m◎nowa
に．＝来て，　　それは　　　それほど　　　　　ひきてが　　：　ない　　ものは

　　わや
ak：ode　kusarasuwakenimo　ikumaikeni　hiku
あそこで　　腐らす　　　　　　わけ’にも　　　　　いくまいから　　　　　ひぐ‘

瓢fWa脇黎r一、楓，’、器斑麗．禦？挿．：

SUrUkeNjara　siraNkeNdO　3aqt毒aOkane・jU：te
するかも　　　　　　　知らないけれど　　　　やってやろうかね　　　と琶噛って，
　　　　　　　　　　　　（しれない）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一7一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へね聖諸「a耀：器穏臼：to’昏㌻象◎’k躍aゆ．撃又一

hi．t三・ite　se・kara　ak・e　i．t．ehikij・r、・Uギla．Nt・
，れしておいて．　それから　　　あそこへ行って，　ひいていると，　　ちょうど

d・：r。鷺。mi歪驚lakeNne：an・butikara　k・n・
　道路の　　　　　道だからね　　　　　　　　　あの　　鞭から　　　　　　この
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　も　琴・mi・im・・IJ・・一　U　hlt・・a・・9・1’・a・kik・kaqt・・ρn・Nz・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来かかったら　　　　　何かを　「、上へ行き下へくだる　　　人などが

高堰@ruき◎：n．i　　t」aNtG　　kuroiba：　　…］itoぜ13｝takaruba：

見るように　　　　　ちゃんと　　　黒いぐらい　　　　人が　　　たかるぐらい

　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘへ　

。raNsi9・t・・sij・rut◎k・r・de・rasot．　・9a、』
おれの　　仕事を　　　　　している　　　ところで　　　　お牙費ま　外が

il謁・k・・U・IC　eaw・　za　qt・1…e・d・m・…　m・・ズG賓・賓・
いやだから．　　　　うけあわなかったけれど　　　　まあ　「あまり　　　　忠が

n・いim・：・uk…N．itj・・k・・…：1．U：t　9’・・eka．r：a　l・　a．zト

　泣きついて．くるから　　・行ってみようか：ね　　と言って　　それから　　　始

me・・hQ・d・m・・hi・…m・，・h…目・…画．d・k・’ 浴w、

　めて，　　それでも　　　　　すこしも　　　　　わきへ　　毎らさずに

・・Ndj・qte　k・zi・・Nt・h．i．ki．・h「i：・亡1餌・：…．Sv・b‘ 笈

　あれだろて．　　　思う存分　　　　ひき，　　ひいてね　　　’　あれは　　鞭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（菩いさし）
　　　　　　　　ね　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 へ
t量nP　targ：gata　lt．etah’i：S4齢・：t’a’t・ki　tar◎・ga

　の　　．　太郎が　　　　　建てた　　　　ひいてしまった　　　　とき　　　太郎が

　　　　へへd・ik・d．3・k・N．daik・w．a　t・r・◎：・」・qta　s・　a　k’ E’ E．ak・
’大工だから　　　　　　　大工は　　、　　太郎が　　　　やった　　　なかなか

　　　　　　　　　　　　　へ　korja　riqpan三　dekitano：　lU：ba：ni　h呈totumg
　これは　　立派に　　　　できたね　　　　というぐらいに　　すこしも

h・tim。ja・aNd。kunih。：k。zj、Nt。　hi：，im・：t馳a．
　ひきそんじないでね　　　、「．　　　　　　思う存分　　　　　ひいてしまった

k・qtjaqtani．ma：．s・n。。ib・N・玉a：・。：k・biki虚。
　ことだった　　　．．、　まあ　　　その　　　空芝にはね　　　　　　　木挽も

　tait∫a　hUtOikOtO　aqtakeNdO　sOre　hiku　mone
噺　　たくさん　　あ・煙れど，　そ漉　ひく　ものば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一8一．』



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね
　n’a茎ζaqtakeNne：　naNdjatidja　kobikisitat孟．
　なかったからね　　　　　　なんでもだ　　　　　　、　木挽しても

・d・ik・・it・ti・・ldj・ti　s・・eba．：ρ・這言．・pi、n・・um三一
　大工をやっても　　　　　　なんでも　　　　　それくらいの　　　　腕に　　　　なるま

へ
d3tl：・．eqk◎rO　UrU．sai　kotOWa　urusai　sor．eba：none：

　では　　かなり．　　　苦しい．　　ことは　　　．苦しい　　．それくらいのね

へリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘへ
　udeni　nalrumadewane；　hoNmani：　kobikidla．1〈．eNdo・
腕に　・　　．なるまではね　　　　　　　ほんとに　　　．　木挽だけれ．ど

nakuba：na．m．e　11玉sa｝痔be・Nba：awanla：SOI．S　9きanきa
　泣くくらいの　　　　豚こ　　　三べんぐらい　　　あわなきゃ　　　そん一こは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1di

．nareN　s◎ll◎　zibuNnjaこ　sasim．◎｝］no　kONaa　◎：zasi一
　なれない。　その　　　時分には　　　　　指物の　　　　　　こんな　　大指

　　　　　　　　　　　　　　ヘへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへ

甥R山妻笠a咽ez癖1◎：d」az隔憲2tlo：dja
　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　～．～

・3疑・w・a．ku　saNzjah】．9Uti．ba：n◎monowa　＄ONrl・a．
サ　ゆ　リ　　ロ　ロ　の　コ　　　ロ　 リ　の　ロ　　　な　コ　サ　る　ロ　 ヒ　コ　う　りむ　

いう　　わく　　　三尺直径くらいの　　　　　　　　　ものは　　．．そんな
　（このあたりはっきりしない）

　riqpana　Itr？onoo．t’．h藍ki　hikitetva　a（｝ta£i　ukeawaZa一
　立派な　　　　ものを　　　ひき　　　ひき手は　　　　・あっても　　　うけあわな
　　　　　　　　　　　　　　（君いさし）

q・t。n・」・・、s・Nnam・n・W・．・・w・ai　…bNn・．’．・sγ貰・⑳w撚

　かったね　　　　そんな　　．ものは　　．　うるさい　　　そんな　　　　仕事は

・matuno　matuno．koNna　sasim◎N難。　huto：i　moNrawa
　松の　　　．　松の　　　　　こんな　　　指物の　　　　　　大きい　　　ものなどは

so’窒撃＝@slO：slO．het玉　itati　dQ：sitetimaqto
　それは　・　少々　　　　　わきへ　　それても　　どうしたって　　　もっと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへSi毒◎iikeNd◎a：IU・．：monowa　hoNman、i・sum．io，hadv一
　容易だけれども　’．，ああいう　　ものは　　　　ほんとに　　　墨（欝）を　　はず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへhitara・＝u　lqta・．，sumli◎．haduhitara　ikaNt◎　sitaba：一
　したら　　　うった．　墨を　　　はずしたら　　　　使いものに．ならぬと　したほどの

　namo坪djane：h・oNd．emone：　ar］a　hikijokaqtaka
　ものだね　　　　　　それでもね　　　　　あれは　　ひきよかっ准のか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　 へ1・・i・e：・・．iゆ・・j　・．・N　t・・hil：＄撫◎：t・・t…r・：9．q・・鞭3．c3

　きれいに．　　　・思う存分　　　　　ひいてしまった　　　　太郎が　　　　あのように

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一9T．



ju：　tak　eN　i　n’ 潤@：　一　’求@e　’秩@’v　a　naka・n　aka　ko　zj　aN　t．o　d6　ki一

言ったら　　　　なあ　　これ．は　　　なかなか　　　　たいそう（立派に）　　でき

tano’ F　」u．：　te　i
R’　u．：ba：itja　oraN　hi：tane：　so！eba：一一

たなあと　　書って　　　書うくらいには　　　おれが　　ひいたね　　　　　　それくら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ttni 堰@” 獅＝@r　E；’　：　1｝r．　i　t　j　a　kobi　ki　j　u：　’k　．e　．N　do　kobikimo

いに　な：ろうと思えば　　　　　木挽と　　　　いうけれど　　　　木挽も

si」oi　kbta　k6tNmai　moNdjaqtara　kozetuketll12t’emo
やりやすい　　ことは　　小さい　　　ものだったら　　　　　どうでもこうでも

kikukeL’“d6　nakanaka　kokona　atarini　，orai’“　slta一
ひくけれど　　　　なかなか　　　　ここの　　　あたりに　　　おれの　　下

幅d、k。m。qkcr，さ3識夕5｝茎。、　ki’w。　m。、　iki。ashi
は　　断崖だが　　　　　　　　　　　　（そう）いう　木は　　　もう　　　いきなり

i’〈i　ci　te　tuko’kasu」ori　i（iS）　Sbkani　si」o：　na’ 奄汲?ｉ　｝ido

切って　　　つき薄と》より　　　　ほかに　　　しょうが　　ないけれど

sb　Nn　a　to　1〈’o　wa　．　ma　：：　me　’ 早@’ 煤@a　b．：i　rs．・　i，a　i，　rrsoN’d　’ia　keN　’rp　e一

そんな　　　ところは　　　まあ　　めったに　　　　ない．　ものだから　　　．’．めっ

，，圃。ah坤覇簸詠。、蚤「u，　k了む．．，、q，．3。．，．u

たに、　　　ない　　　ものだが　　　　こういう　　　木が　　　立っている

d6h．g　．ktr’　Nd’emlili　j　ane：　ko：」u：　ktr’　”’gVa　taqt」’or．u　’
Dte一

どの　　　木でもだね　　　　．　　こういう　　　木が　　　立っている　　　　と

ko　o’　ko　：　j　Qko’
刀@i’

氏@i　ka　」ahi　td　．　so　rekara　r　i’
奄mSI7）　’k　ak　e一

ころを　こう　　描に　　　　　　　倒し．て　　　　　　それから　　　　　台を　　つくっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　’i
te　k’H；　’E｛　ur　an　．1’　a．　i　kaNro　s’　o：　」　u：．　k　i’ 潤@’ 汲堰@r’@un　j　a’

Fne：
て　　翔らねば　　　　し潜ないだろう　そういう　　木を　　翅るにはね

’kQ’ 獅潤F．　lt．aqtjoru　kino：　raqt」or’ 普@｝〈ino　’ v・am’
≠獅

tの @立ってい歪　木の，辛っている　勅　・雫ρ．
li　’堰@r．buiwa　kana’razi 普@’ 汲潤C．n’ 潤f

@nEli’ ＝E’　haqt」orure
側には　　　　　かならず　　　　　この　　根が　　張っているだろう

mo　t’
@o’ 獅堰@n　U，“〟gD　a，’求@o：　zu：　／q　t’ 潤f@1〈uba　qt　jor　uro　s’o　no

∴面∴∴∴∴慧灘∵ろ∵∴、
根を　　　分岐のしかたに　　　　よってだね　　　　　あの　　木を　　あそこea
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kaj・・◎：・m・：t「ara”」’・m・e加qt・h・：tj…　it…
彫『と　思ったら／・一・．、恥．貯・と這・ている　御
　　　　　　　　　　　　　　　ヘへkoktr｝hi　 ZU：qto　ne耳a　 tO：qtj6rUkeN　k．ono　 k6nO

根の @『の　榔）1㍉r濯　．と琵　　ちぎれる＝もの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶぷ
dja　naikeN　koitui　ukekutib』kiqte　koiton6
駕ないから．．鞭つに　蜘を　　切って　こいρ◎．
、it。m涜，　klq口。至t。．「k。・d。擁。。「k。：sasik。Nd。

下郎　　切って櫛て．こんど　捌を¢．、．即こんで
1…b・・i・（19／」　k…・。・，・．・・，t・，・・kぬ、三。　d・・，ト

ヨコビ撞．　この　これを、．脇嫡　　附ない璽　．t’　：’」し

tati　s◎nG　tgrtt・ni　hikahit3Gite　koqt3akara
ても　その　線（？）に．ρかせて紳て　　ζちらから
1。ぷ・㌦q，。，。k6辰。。k。、ξ。，i．。k．・、．，、」。．、。、」。q，e

勉　打硬ら　⑱　卿の．＿＿．切りように　一よ？．吟
hit、．i」。，◎：t。。m。1。頗k。kロt三。　k。，｝　t「　」Ai慮．hi一

括．．，やろうと．思えば・蜘を　＿．・el　？ちに．まわ1・

tl。k．U　uei　lar◎：tQ　om《）ja　ukekutiQ　koqtlai
抄く．　上にやろ独．　患燃．蜘を，、、こ・興．
m、：h三t玉。孟£。，。，ek、ra　l。・◎。q重。． ﾟk。bik這。．
まわしておいて．　そ酔ら　　．矢を拒て　ヨコビキが

Z。・C｝　t・ka　1〈　u．，e，U・’b、：。、q箆。、3、◎、imetj、．’ 奄汲

づ1一と　卿靱らいにな・たら　　．陳を締めては　いき

mata　h玉kijoqtja・jao　simetja・　iki　site　kon．O
勲　鞭㍗駕　　勉　締め駕　　いき・して　この
　　　　へ
turUga　mO：葺osit◎omoU　toRini　3aWa　uNto　ki：一
呑（？）μ　もう、，却と　即．．・とき壱こ　知　うんξ．称’

t。iki葺・qt。　kiw。・i・i‘ E　i・三、i・i：「． 求E」、qti
てV’っていて　　木は　じり　‘P．り．　じ1）一　．倒れて

　　　　　　　　　　　　　ヘリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へげへ

ikijoruk・e1N　sorede　kon◎　 turude　hik：allitara
いってるから　　　それで　　　この．田　根（？）で　　ひかしたら
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智野1罵oult鵡氏e灘：鰐out農：．㍗醜』「’，

繋隔心：．額さ」an6：，野鳥：鵠ぎ占野a：聖購∵a

劉・・1婁・腺1毒…．’tと忠魂・．瓢・齋・磨一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（言いさし）
…　62Y　k・5・・爵・・m・w・N’・・3・：・．1・…i・i’seM・

して　　倒して　　　　かまわないと　　　いう　．横に　　　　　　しなぐても

　へ　搬a「e£e瀦gte黙魏宏0．1、9：』協，wa．棚nO．t震　

£“’h。i、論説’ta「職患1、’．n．∵繍’“k麗’．毛し呈t、◎

kalari　．i　b　ik曲d．onel．d6　・：前temo・19・O　ft　・k’・i・wa　l　ji◎kO一

倒れよいけれどね・　　　　　　　　どうしても1　　　　”こ．の　　　木は　　　横

・．O垣isb・3．・ikaM・・蜘：．ta・ra　k…　n・ka．・・t・ti一
に　　　しなければ　い1十癒いと　　思ったら　　　　　この　　　中の　　　　根

びへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　
学de込も駿hite魏Luto　l、彗：．’器：．潔評議a蜜：．：緊墨

kiru．zituwa’S。k論iane：S・f論玉adtaranピk6。。
切る　　術は　　　　　そこだね　　　　　　それだったらね　　　　　　　こめ．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　㌻uri凄B◎　 h至ki玉0：ni　 jQq．tff’d．」◎：buna　 tB1’Udja亡至ta・ra
根の　　　　　ひきょうに　　　　　よって　　　丈夫な　　　　　　根だっ．・たら

S6rla．◎moU　tokQi　ka3aru』m◎1’giqtiri
それは　　　　思、う　　　ところに　　倒れる　　　　もう　　ぴったり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　SO：S孟Za　sonO・kinone・ki．．9．・a．kalaqte毒．Okosini
そうして　　　　その　　　木のね　　　　木が　　　倒勲て　　　　　横に

険難て・q興二芝即応。翻聴・盟認贈
要，f・gi．謙τ湊㌘期・u．．糊・・繍～・r・・⑫2i

繍綴…・搬幽・㈱鷺職・即応．黙，・
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　　　　　　　　　　　　　ヘへniniNjhkum。　ti黛auba：s・n。，iN　kakeru　lt　i　ja一
二木＆しも　　　　、　　　違1うぐらい　　　その　　台を　　つくるのに　・・一1、一一浮

k被。k、k、．，．．、yg。。。　k三：、。。。ki。、玉t。。i．．hit。

閣が　　．．、かrb｝｛　＊　　　　その　　．木　　　その　　　木を・　栢手に　．　1して

s。n◎taqt蚕◎r　ti’k　i。　aiteni　site，iN。　sasit。
その　Yg、ている一　木を、・椿に　　して　台を　つく・て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～，　　　　　　　　　　　　．～～　　　　　　 ＊＊＊

！擁ata　tu重tara　dikini　de｝（iru　lP．onQga　k（）no　ta一
　また　．枝を落ζした：ら，．すぐil　　．できる　．．ものが．　　この．　・立

q・」・’秩@uk・」…i‘・・…hi・・ik・」・q・．ara・・q中・

・ている・．木より・・畑に．　　伽妨　　一段も
　　　　　　　　　ヘへn．a呈　tokorodja（｝tara　ri却。　kuNde　t玉a：Nto　jaq・一

越＼ζ．こ鱒妨．　髄駆で．1きちんと　やつ
tj6k。n：hik、…　．、6・・◎m・W、k。m・u…t。ar。m・N一

　下零塗なけれ越．堅ナない摂ろう．その　　、界案も．　．．　　うんと　有る　　もん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへjo．　SOr壽a　kiR◎　k．ajari．io：wa　hutQi　kidiaqtara
よ　　それは　　　木の　　　倒れようは　　　　：　，大きい　　：　木だったら

kinQ　kajarijo：ni　jo（ユtja　mo：　niniNjakロmo
木璽，榊工合に　一』よつ駕・一もう　油入役も

霊、巽aub．a：　son◎　jak右目a　kakarukeNne：mO：　ki：
ち々うくちい．．．．，そρゼ　手間が　．　　かかるからね　　　　　　　もう　　：木を

k量f’ia．wa　s◎，霞。2it。」・

柳．る、『ま　．それが　．．術よ・

・，。f‘ ＝FN。。　t． Ai，」。：，・｝1・i・qte　tai・」・：・◎1“・n・

わレ脚．　中細．　．鷹て　証村の．
t。繭議、s」u・，i・面・t。・・。一・＿・，’」。．　t。k言一

　．田．野．々が　　　　　中心で　　　　　　田野々の　　　　田村と　・いう　　とこ
『（地名）「

へ　　　　　んセヘヘハ　

ga　 蚤adodjaqta　 SOkOkara　 ZU：qto　 kaき0： te　 tt｝DQ一

軸．簿だ舜　　そこから．　ず動　通って　灘）
毒、魚：

≠?撒・t。n・量、m・tis　ik・・」・：t、・。・・ka・a　k翻：
輿へ、．己、行．K．醐炉1・　行くに1ま　購々から　　上へ

’i，。6、＿。1。、t。幅，a、。，q，。，aka◎言憲、，・1、。一

行って `驕とゆとこ獅．・…ず」つと　坂を　あがりは
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殿・t・1’＝．・脳ごまa「・礁：で繭e奮、1霧「a灘uba「a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地名）

総総a吻0膿2bla「a蓄馨：tと瓢。1塾0乳歯◎．｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（琶いまちがい）

…iru　l・t・t・’ju：1na・’Ndj・it・e　a・」・jatat・’s　bN．r1．in・
　おりる　　　矢立と　　　　いう　　　なんだね　　　　　あれは　　　矢立三訂の

　　　ねり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やゆ

sakad，a　saNrin◎　sekao・ni＝riba：no　aidawa　da一
坂だ　　　 三里の　　 坂を　　＝二星くらいの　　間は，　．だ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへ
rari　darari　darari　darari　sorekara　to：made

　らり　　　だらり　　　だらり　　　だらり　　　それから　　　　峠まで

ヘへげ

a・9．　aqta・．・．9・qku・i◎・1・a：Wae・a：mukasi・G．
あがったら　　　　がっくり　　　　おりるさ。　　お前たちは　　　昔の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　サ

疑a書．e嶽虞さうet“：膿00冒。饗a1殿鵬謬ORQ一

・W・・eゼkb・m「ai’ Ak・nQ．k・n・k・・m・ik・h論・．1‘i…u一
　　　　　　小さい　　　　この　　　　この　　小さい　　　　小藻を　　　　』入承．る　はね

　　　　　　　　　　ねへ茎）3：n◎．taq貸◎dja・ne：　　．　　　　　1　　　　　　　　　『
くらいの　　　筒だね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへ1k．ane．llO　 SOrekara　 sO｛重（＞i：　h鷺deO　sasik◎Nde
　金の　　　　それから　　　　そいつへ　　　　筆を　　　　さしこんで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへり　むsorekara　sokoni　tub◎N　3rugad蚤a　s◎nOきat‘a
それから　　　　そこに　　　牽が　　　あるのだ　　　　その　　　やた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（矢立と言うっ

S◎n◎　k’oit・ono　saki　fii　kono　ma：r量ba・：no：S慧mi（》

ξ3碗，許いつの　先に　この　ま籾く・らいの　墨を
　　　　　　　　ヘへ

聴t翻oga銑u i甥灘隷下蕊蕊繋禦f蜜∵

tき・it。．　hut…　k・et・、，、　h。t。・t」。it’。．’slit，　h’i＿

　ちょいと　　　蓋を　　　　明けたら　　　　　藩を　　　　ちょいと　　　して　　　し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへtara　k◎n◎kQk◎4　sahitlaru　hudeino’deN　SQno
　たら　　この　　ここに　　　さしてある　　　　筆も　　　　出ない　その

　　　嫡．⑳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
omolmo　koNmai　konO　ma：rib’a．：：n．O’ne：　．SIO’i婁uo　ma：
オモイも　　　小さい　　　．．．この　　　周りくらいのね　　　　　　　そ恥つを「「まあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一14一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへ　tjoi　tjoi　k（｝　kP　奪。：　葺am．ade∵．t『jo．　tjo：qto　ma：一
　ちよい　　ちよい　　こ　　こ　ヒう　　ひもで　　　ちょ一．　ちょ一つと　　まわ
　　　　　　　　　　　‘言いよどみ）　　　　　　　　　（言いさし）

　hitj・ite・・r論・k◎・i：sasit・・arp．・：…　鷲a
　しておいて　　　　それで2　　　腰に　　　　さしたら　　　　もう　　　それが

　墨、，a・。，Gi．．亡．。”」。：t。　m・Nd3、n。．，◎。。。。、u：q，，。

短　 そいつを wつた　もん嫡　　その　．醗ず一三

　llob◎qte　ite　gakuri　甲uk（）：e　Oritioru　soreo．ttt
　登って　　　　行って　　がくりと　　　向うへ　　　　降りている　　　それを

　3aねte．jatatesaNrin．　O　saka「imara　areo　to：ri一
　　矢立　　　　　矢立三里の　　　　　　　　　坂　　　　今は　　　あれを　　通ってい

搬鵠議裏Nd◎ne：魏，a「a・・．1・・．易no：膿♂a「a．ka・「’a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地名）

　de乞a・　s孟1ユ3aNtoka圭　det玉◎r”　ka：捻。　hutio　do：ro
　　出た　　　　峰町、十ノ1｛に　　　　　　出ている　　　　川の　　　　ふちを　　　道路が

　　　　　　　（地名）
　nUkete　a　’re◎bざ＄U．濟　ima．1k　1’　h．．ゴ6Uゼロk．e．　．INIfe：．’a‘　’n．’O’．

　　抜けて　　　．あれを　　バスが　　　今　　．通うということだからね　　あの

　き、t，t．’e．⑳．’t・：，aW、　im。．hit．・W、一t。：’．rl。1．．海・N．’．・・ト

　　矢立の　　　　　瞭は　　　　　今．　入は　　　　通る　　　ものは　いない

「．
y［c　e‘F繍．k・・iw・…極：：坤・・t・6・k：・w・1’…1噛・・．・

　　よね　　　　昔は．　　　　　　そういうような　　　　　ところは　　　行ったものだがね。

も6臨擁向，．im。。＿a　h・ti・崎b川凝・e縮。・。。N。’a

　　そんな．　　実地も　　　　おれらは　　ふんでいるけれど　　　　　　そんな

　h油asi6　ima・hit。fi。　k6t。m．6．naiw．a』
　　話を　　　　　　今　　しての　　　　ことも　　　　ないさ。
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　　　　　　　　　　　　2・漁師の思い出話

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録音例時　1967年7月8日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録音場所　山本家ぐ大方晦田の浦9）

話し手

　（略号）（氏　名）　（性別）　（生　年）　ぐ職業）　（居　　食　　．歴）．

　　残　　浜田数義　　男　　明治43年生　教員　幡多郡大方町田の浦→高知市1年7か月
　　　　　　　　　　　　　　1、．　　　tt，　　　　　．’→佐娼町3年→窪lll町3年以後田の濾

　　．Y　　山本万助　　〃　　　！r　23年忌　漁業　　大方町田の漏→大月町5年吟善通寺3年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以｛麹の浦

解説：旛壇家が馴墲P大㌧1馳露、出臨「しき」の休町ギにつし岬脚こ
　語らせている。

ZZ，。，eCr。’ 求B、，。，，函d，k、弘、　d。k。．l　d。1もi，言蒼論」。q一

　　やで，＝離郷す轡ら＿．、どrr．．，、815Yfi．＆ttつ

　　taZe　ko：t◎：．d毒a　nai　ziNZ｝o：suNδekara
　　たの　醐や、，帥騨稗、す夕でから、
YziNzjO：．SU・bi　dekara◎塾昭a：oNra：nani’ 鰍盾堰Edikト
　　舗　　すんでから　お浦　お潤．．，あ鮮　　ぢ
　　　　　　　　　　　　へ　り　　n　 i

　
：　　　　a　 n　⑪　 ：　　　　U　 t　 i　〔l　e　　　 itt　t　 i．　n　e　麟　k　a　　　 n　 i・　並　e　 N　 ka　　　 U　 乞　

圭
　 n　O　　　 r　 j　◎　：　一

　　に　麺　うちで　岬か　　二年か　　うちの　．津，、

　　・i・i董。qt・neja（K　’li：）…　eka・a，・B・・ib・N一
　　師を　　していてな　　　　　　　　　　　　　それから　　　　その　　　選分

　　　．　　　．　　．　　　　　　　　　　～～　　　　　　　（1｝
　　n3a　mlna．｝0　叢≧a：　◎Nra：datekara　篇e鷺。　mOI｝owa
　　には　　皆よ　　　　まあ　　おれぐらいの年格好から　　　上の　　者は

　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　

　　minato　 jU：ba：djaqtaBe：　 Utidja：　 zeni魏　 t（）reb］一一

　　皆と　　　　いうぐらいだったね　　　　　　うちでは　　　　ぜにが　　取れない

　　k。・n。」a　p。。，。（2　］’　h、。、m、13｝（H言，）＿．　k、，。。b。。。一

　　からだな　　　　全部　　　　鼻前に　　　　　　　　　　あのう　　かつお舟

　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　no　idetori　ikumona　idetori　iku　sekara　saNgo・一一
　　の　　えさ取りに　　　行くものは　　えさ取りに　　　行く　　それから　　珊瑚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「；．
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Y

Y

z玉um◎　iku磁ona　saNgozjuni　、筆護《u　katoni　ik登m◎：ta
珠も　　　（取りに）行く者は　珊瑚殊（叡りに）　　行く　　鰹（漁）に　　行く蕎は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘへげ
kato難レi．kU！ユe3a（K　U：）、噛重a．it・、e：：、、i；ta　Waregun◎
鰹（漁）に　　　行くさ　　　　　　　　　　　　、たいてい　　．行っ．た　お前のうちの

ailoraN　komai　t◎kiwane毒a　　．．ピ：…
兄らが　　　　　小さい　　　ときはさ

SaNgOZjUni　ni：ta葦0：ft　a　n．　o・SOnO：Zi・bUN　SaNg◎ZjU
珊瑚珠に　　　　　　　似たようなのう　　　　　　その　　　事序　　　　珊瑚珠は

嶺謡to　 発oretakae
うんと　　取れたか．い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　
toreta　 t◎reta　to’retakeNdOrleja　 do：de　・httn．ea：
取れた　　　　　取れた　　　　　取れたけれどだなあ　　　　　　　どうせ　　　　舟は

　　　　　　　　～～　　　　　　　　　．ゆ　　　　　　　　．
kez3’itunodefi）．◎　　　　　　　　　　　　　　hj・aqPal　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c3qtakeNneja
小才角でも　　　　　　　　　百艘　　　　　　あったからなあ
（地名）

　　　　　　　　　　　ヘヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　へ　

saNgoz壽ubune：ga壽a（Y　u：）k・zaitunod・ake．d・e
珊瑚珠舟がね　　　　　　　　　　　　　　　　小才角だけでも

　　　　　　　　　　hune．a；（H・U：）sa鞭◎ZjunV葺UkU　hU　fi・emo：arU
舟は　　　　　　　　　　　　　珊瑚珠（取り）鱒　　　行く　　　．舟も‘　『　　　ある

k・田’・i・：…m・aqt・h・」・・．　q　p・i’aqt・朗．・・ ﾌli一・ゲ
ノ」、さい　　　 舟も　　　　　　あった　　　百艘．　　　　　・あったなあ　　、　　　1ピ

，◎，vg。・。、・1・d」。q，，、。　i・　i。。・…n・e’．」。蒸。覇議5㌦。N．。。一

それが　　　　　あれだったよ　　　　　　一年だな　　　　　　　四十　　　　　何年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘゴN．djaqta：kalleja　　ano・　　◎・si’ken◎　 ninj’aneja　　（K　i．1　：）

だったかなあ　　　　　　　あのう　　大しけの　　　　鷺にはなあ

S・n◎：hunea・：katanela　tuk．au’eru　hunea　iqpa隻m◎
その　　　舟は　　　　大方　　　　　　　’使う　　　　え．る　　舟は　　一艇も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～～（意味つづく。雷いなおし）

駕、2j：S　，％a，：，幅出mu　t、鴇澁olo學‘麗離的aン藩ke一

　　　　　　　　　　（意味つづく。護’いなおし）
　　　　　　　　　　ツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　

nineja　（難　 U：）　Utira：no　hit◎ra：ga　m◎：．　UNto
のためさ　　　　　　　　　　うちなんかの　　　人たちが　　　　　もう　　うんと

、i’・d。．（di」、k・（6｝　k、m。・。ぴ♂i・n。j・玉m。。。5a，言喜聴。

死んだじゃないか　　　亀太おじだな　　　　　　・．今の　　　弥太のうちの
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　　　　～～～ん
　　ojadid．ja　ju：tefieja
　　おやじだと．　．　　言っ・てだな　：．．

　　3。。iN，iNd。　ju：t・3・：t・n・wa　s◎n◎．t・ki・k・，e1
　　四人　　　　死んだと　　言って　　　言ったのは　　　　その　　　時かえ

　　li’：S。n・t。k3　trja
　　ん’一　その　　時だ

　　　　　　　ヘ　　　　　 ヘへ
　　utiradakeden◎：
　　うちらだけでなあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　…ek・r・n・．」・k・in・k・：n・・ein・”i「a：映1・（H．．U：）
　　　　　　　　　　　　　　（黎腔　　青年らがだな　　：それからだな

　　。・・dj・：qt・1…　n・・a賊・2jdt・ri　w・kai・3購・、
　　あれだったな　　その　聯琳り、（に）、　都’獅．

　　…鞠・・li・・．・b’・」・（　’一v鷺u：）min・…　h・ni・q・t」・・一

　　取りあげに　行って燐　　　啓r．　はいっていてζ
　　，，。。j。（K　II，）2。。：。、憩這、　hut。：。。qt…、。「nF一∫”

　　だな・　．　あのう灘一「．．大きく、．舛　舟
　　9、u，i・hik。Nk。。i，・・，。」u、・mi。、，＿。』」。∫で、遠

　　が軟・ひけなし噸　 汚霧）いう．港へ燈

　　右、）m。，、i」。qie、。。。　h。，、。◎k6zai二三e「ah。、

∴∵∴，∵∵を．跨才角で　あのう
…・貝の邦の　　　　　　．．舟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～～　　　　　　「　　　　　「　　　　　　蟻
Ykainoka：n◎「hu・・t・e　saNn　i・Nn◎r玉ga　oki　mui・te　naga一

　　則ゆ　・一舟㈲、r遡りが　　沖こ向いて　齢
　　．，e」．・q繭、1。　h・，1、　m51i。，、・d。k擁。蚤。（H’1；・）

　　・れていたのよ　　．獅．もど，らずじまいよ

　　mi・，。、t◎eh。m。qt」。qt。。。蚤。

　　．港へ．　．．　　はいつ「：；い丁だな．

　　h。m、qtj・qt。k、’，　i

　　∴はいっていてから
　　　　　　　　1　　’．　　　二　．　　　　1・

Y・・デ＝h一．・・…？19・ik・Nk・・i　tih．i・◎」・…　k・n・．頭na一

　　藤へ　舟が’　解ないから　穆と　し’うところの　港
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　　　ねヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘへ
　　toga　e：　minatodeneja　kokokara　h◎Nno　mietjO一
　　　が　よい港でだな　　　　ここから∫　．ほんの　賊そい
　　　　　　　　　　ヘヘノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

　　響膿鶴憲瑚霜Pke＝N∵P（麗・lu：）L翼罷：q．『　o蕩賎a，．．．

・・：t’・kb・◎・・（7｝恥…．il・…m・・1・・・・・・…． 諱E∵．

　　よいところを　そこに行こうと思・て「一行・た（カ？そ・へ・徳れ・

　　　　　　　　　　　ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　ikaN　jamagita　lu：　are　ja環akara　k◎：　hukidasu
　　ない　　　　山北と　　　　．いう　　あれ　　山がら　　　　：　こう　　吹きだす．．，、

　　kaZ・血・i・ki　m。i・，．・濠、。贈。im・・t、（8｝

　　．風に　　　　　神　　　向いて　　　流されて　　　　　しまつ．た

　　　　　　　　　　　 ヘへ
｝玄　u：　mod◎raNduku
　　ん一　もどらないで

　　　へねY　mO（呈oraNdUkU
　　　もどらないで

鷺　 seineN　 saNniN
　　　青年　　　三人

Y　 rok秘BiN
　　　六人

駁黙、ヂ9・・　　．一…1…．じ誓
　　　　　　　　Y　 nihaidjaqtakeNne爵a
　　　画素だったからなあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　へ
N・：「sa．・・撫d償・d・f・iheit．・m…　g・rete・im・：ta
　　ん㎜三入ずつで　　二艘とも　流蓼　　殉挙、
　　　へ　Y鎌a「e∴r諜：ta

H‘ @atono　．d：isiNjono：　　oki　：．　oqta　　aRo　　tokini
　　　後の　　　地震よねえ　　　　沖に　　　居たの　あの　　1ときに

Yan・t・kini・S◎n・：tateiS類・・ki：・r至maS｛ta・i一
　　あの　　ときに　　　　そのう　　　立石の　　　　　　沖に　　　居りましたに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　no：　・hunei　nejoqtaga　soremo．・
　　ね　　　　：舟に　　　　　寝ていたが　　　　　それも
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一ber

hu獄溶互b「ne葺oq．’ 煤@a言：『

舟で‘　　　寝ていた：　　　ん一

，・・em論・k・a”m・i・9・ガe「h・r」・amit・．t．・ni「 奄狽梶Eqt・・

それまで　　　　小網立て　　　　　ほら　　　網たてに　　　　　行っていて

　　　へげ　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　へ
（HU：） ﾁga．｝1撫bo「o　sj？　伽：1）辮ら呈：

。m。．tem誌・f・：・m・：毛・e醐鳶ab…　bG・◎，i．ta
思って　　　もどろうと　　思って　　　雨が　　　　ぼろぼろ　　　　した

a：m・：｝・　it．・k・U．tデne・1・iu：teneta　tもk◎rδ蒼a
ああ　もう　　ちょっと　　　　寝ようと　言って　　寝た　　　ところが

　　　　（IS　U：）sorekara　sono　tokini　toqtara　σ碧．dara
　　　　　　　それから　　　　　その　　　　ときに　　　　取ったら　　　　おれたち

　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ

do：葺ara　wakaraNgadlaqtane垂a（N　U：）sorekara
どうやら　　　　わからんのだったなあ　　　　　　　　　　　　　　　　それから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　toqtefie：　aBO；　nejGqte　hi窒oku£i　⇔kite　toqta一一
取ってね吏　　　　あのう　　寝ていて　　　　ちょっと　　　　　起きて　　　取った

へ　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
gadja：　（鷺　u：）　disiNWa　d蚕aqtamoNj◎　hokano
のだ　　　　　　　　　　　　地震は　　　　　　だったもんよ　　　　　　ほかの　　　ジ
（導音はっきりしない）　　　　（意味つつく）

認・：熟亨・z画譜Uzal犠・識：翻・・

k・：。e，it、　u，，1t、。。1、払。n鳶、。‘。」・。h・。晦。。i

こう上下　上下　　 舟がだな　　ほんとに

iq・3，・k・ba：’m・ti盗惹・qt・f｛．・・『ri£a・i・itan。3・
一尺ぐらい．　　　　もちあがったり　　　　　おりたり　　　　したかあ

　　　や　　　　　　　　　　　　　　　 　　（sc　u：）soreg－a　anO：son◎　tokino　tunamin．　O
　　　　　　　それが　　　あのう　　その　　　ときの　　　　津波の

　　ヘへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 り　
OmOdja　sor’ekara　S臨aki．nO’Ok4ga　pa：P．a：t◎ni一
中心だ　　　そ1飯から　　　 須崎の　　　　沖が　　　パーパAと　　こ1

9．白沁臼・．ak・q　’t：a　irl：．・・三・

三べん’@　　明るくなったなあ

ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘヘ　　　　　　　

£i罵k’穏◎犠i嘉a」a卜『1．一∫
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　　へ　　　　　　　　　　　　 ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘへ
Y比とくHu：）錫。．躍a“’跳跳蹴e3a録a・獄　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへ　　　　　　　　　　 ぢ
　　・：ken・飾Nka鞭・kitき・・U・fi・ja　i：，・qtaga・・i’　e一
　　大きな　軍職　　来ているなあと　翻ていたが　それ
　　へ　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　嬰。瓢認蚤ぜ∵a螺劉a富療麗d知ta（翠u：）

　　itibaN　son◎nisiwakinone3a．
　　よ番　　【　　その　　　西脇の（山）め澄な

K　di．si艮wa　sil’aNdukujono：
　　地震は　　　　　知らないでいたのだね

Y：謙鍍a「a・網ぜ漕zO轟曝げそ0遺魔・．盤魏・・

　　　　　　　へ　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 リへ　　t◎k◎rQ：ga　s．・rekara　3。ga．aketen・：・kakarano
　　ところが　　　　　　それから　　　　　夜が　　　明けてなあ　　　　陸上からの

　　　　　　　　　　へ
族脇「a：ga．搬毒lz．．瓢1穿・z・◎膿録とzo．罰轡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫

　　Siak曾rijorU
　　叫んでいる

Hk。Wai・・3・：t．　e　　　　　　・　，．．　、：．．・
　　こわいそと　　　言って

Yk◎waizO：ju：te
　　こわいそと　　　言って

　　　へげむ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 り
擁nad；ano　hitora：gafio
　　灘め　　　　人たちがね

Y｛1’、．・論御．k・W。…．iu・t6　・i・k・・iio、r…即・・

　　ん一　灘の（人が）　こわいそと　　　書って　　　吟んでいるか『らね

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 り
　　ρ：・・r玉tem・d・ri圭ρqtat・k・r・：gaSi◎鰍n◎si◎一
　　お，　おりて　　　もどっていた　　　　　　ところが　　　　　潮干の　　　　　潮

　（言いさし）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（このあたりすごしつじつまが
　　　　　　　　うヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘへ　　no　　ta　taegani　　a．no：　　hain◎　　ai，da　　hufie　　to：．ru、
　　の　　溝ちたときに　　’あのう　　岩礁の　　．間Gこ）　　舟の　　　通る
　　合わぬ）
　　　　　　　　　　　　わ　　　　　　　　　　　ねり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 わ　
　　tQ：r疑　t◎koroga　arugalleja　s◎koga　．ka：rani
　　通る　　　　ところが　　　　　　あるのだが　　　　　そこが　　　　川原に
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　　6、g　／，　」。，償。・．・6．，51i，h。玉。。出。唱k。・ia　i’ti・・3：亡・⑨

　　なっているという　　　　ことでだな　　　　　　．あ海　　　　これは　　　　どういう

　　k。，袖・a’，。。。」、　6。d。：Sd。．6msli。　S◎N。、　k。　t　a

　　ことだろうなあ　　　　　おれは　　　それまで　　・　　そんな　　　ことは

　　、llaz衰q飴・。，：磁．賓：～d。’i　SU』：k6qt．葺、，◎n。」。

　　　知らなかったねえ　　　　　　　　　　　　どういう　　　ことだろうなあ

　　k・・」，warj、　t・ゴ。N・．・：ka　s・・ekzi・a・ki・ma：qt・
　　これは　　わしは　　通れないだろうか　　　それから　　　沖を　　廻って

　　m。。，。，i繭、。。。ki’i，、，。．，。。。8！｝、i繭、。i、◎L

　　もどって　　下田の　　　　沖（に）行ったら　　ほんに　　下田に　　　　　そ
　　　　　　　　（地名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地名）
　　　　　　　　　　　　～～～～　　　・　　　　　　　喝
　　RO　hamaru　midugan∫．e毒a　（H　u：）　a｝」鷺a　tok◎　UN亀◎

　　のはいる　水がだな　　　　 あんなところはうんと

　　h、marUke蕪。幽9。・9。・i、3。，。◎・，i。＊『k』◎，墨。　k。一

　　はいるからだな　　　　　　　　ゴーゴーと　　音をたてているあれ　　　　これは　　　　こ

　　W・i・・k・w　，6　i・◎．」u・t・（寧li’・）・琴i・m・・q・em・N一
　　わいそ　　　こわいそと　　いって　　　　　　　　　沖に　　　廻って　　　　もどっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへ　　te　se：kara　ijano　oki・m◎Ntara　蚤O．ga　aketa
　　てそれから　（鵬弩　灘　もど・たら　夜が　明1ナた

　　（麗’｛i：）t。k・r繁：済a　p◎Nt・S◎n◎rl　a：n董墨・kirib。S重
　　　　　　　　　ところが　　　　　全部　　　　その　　　あれだ　　　　切干の

　　ki・消・：・溝・◎t・Nd・n・・通…　」・偉’II：）・k｛・
　　劔ってあるのを　　　　　積んだま蜜でだな　　　　　　　　　　　　　　沖へ

　　。・crg、re」。，U　i。・t。w。。、・，ib5tL｛、f。m。｛11），。，ekara

　　流れていると　　　　　いうことだ　　　暫くらも　　　　　　　　それから
　　　　　　　　　　　　　　（発音不明瞭）

　：Utino‘oki：　1￥ΣolNt；a　 r（）k∫or回～；：＝≡ia　 s◎n‘ i）　nan内…’娠ja：：t◎

　　うちの　　　沖に　　　もどった　　　ところが　　　　　そ「の　　　あれだった

　　・・…r・n・rh　o　N’　g・an　e　」・・窟蒼・r’・・’・」・r92）　nan…」・・’．・・一

　　潮取りρ）　．　　　港がだな　　　　　　はぎりやら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なにかや　　　　た

　　　　ヘへ
　　Nsudja：「naNdja：　taNSUWa　kok：ono
　　んすだの　　　　何だの　　　　　たんすは　　　　とこの

ff　jania6aRn♂13｝

　　やまさんの．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一22一



Yj。m、、。・。。喜葡、q，14）m。繭。（　’NtKu）碗1，i’i。，a
　　　やまさんの　　　　　のだった　　　　もんだ　　　　　　　　　　　はぎりゃら

　　。。垣ゴah。N。。「：．・。k。。i・、dt。。譲。，。’・」。川k。・。。」’、

　　　なにやが　　ほんとに　　塚に　　　　なって　　　流れているからだな

　　「（W．li・）・b・・k・1・…　d、・h慾憶i・i面、Nd蚤・・q　・．6　：。・

　　　　　　　　　それから　　　　　おれは　　　はぎりを　　　　あれだった　　　　　よい

　　晦i，i。　mi，，。・圭「r。、t。　ki，e’，。q，，濠，，　’」。．，，a

　　　はぎり：を　　　　三つ　　　　拾って　　　　来て　　　取って　　　あげであった（が）

　　，6，・d・k・n6論さ」、q，。k。’t。，a，e・、sb，。ka，a　k。一

　　それは　　どこの　　　　のだったか　　　　　取られた　　　それから　　　　　こ

　　k諮葦a。、i　im。。。t。3論h。iG，三m。k。n。m、e。i一
　　　こで　　　ない　　　今の　　　：豊おじの（患子の）　芳馬のうちの　　　　前に

　　。。量。・（　　　り　　　　　 び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　?Ｕ：）koami　orOS’itaNne3a　（麗U：）．n！。　11　一一
　　だな　　　　　　　　　　小子を　　　おろしたんだな　　　　　　　　　　　　　あれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dja：qtGjo　konO　QNdaga　m◎Nta　hunja：　PONtQ
　　　だったよ　　　　　この　　　おれが　　　　もどった　　　：舟は　　　　：金部

　　露寮are　sim。、，。。ぬ、。，a　rai　ke　gl』滋’言・）bkae

　　流れて　　　　しまって　　　　沖に　　　いないか　　　　　　　　　　陸へ

　　」・，叢9・・」・・鶴。玉・（ff1層』鳶・ジq・d・・ざ1、融・’a層1…・一

　　寄港するのは　　害港するなあ　　　　　　　　　おれたちが　　　もどった　　　：舟

：’ 浴ASh，｛。、”。、it」。it。　s。。。　b．。。。min、　hi，a． P

　　　は　網を　　おろしておいて　　　　　その　　舟を　　　みな　　　拾いに

　　1宅Oj◎
　　行ったよ

　　　　　　　　　　　　ヘヘ　　　　　　　　　　 へ　
Ha：okini　nagaretaga◎　（笑声）SO：kae　so：hoiea一
　　あ一　沖に　　　　流取たのを　　　　　　　　　　そうかえ．．．　そう　　そ．した

　　，a　k。，。「．・．，。・（15｝　h。。。　i，p，満、q，a　m。、　t、。。。．rcra’。

　　　ら　　あなたたちの　　　舟は　　　一三だった？　　　　　もう　　田の浦で

　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　へ　　　　　　　　　 しヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ルへ
Y　nihaidjaqtajo　sono　koamigabunegan．eja　Biha｛dja一一
　　　鬼畜だったよ　　　　　　　’その　　　小網舟がだな　　　　　　　　　　二艘だ

　　q電alo
　　　つたよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　23一



鴨謬．．．．h毒野。・窪置　　　　　　・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　Yan◎：・・al・ij・・a・t・n・」・．・蝿・：・at・nika．idj・qta
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二艘だち窄「　　．th　’a）う．」．おれの　　兄貴たちとだな　　　　　　おれたちと

極量．鴇∵ざ16塊£繍Nla穿0（Y　II：）ぽ；：鴇罵諮e

　　　ヘプ　　　nagaret・e　simo．：te　s◎no　nihaisika
　　流れて　　　　　しまって　　　　その　　二；艘しか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　ゆ　Yp・1’lt・na　gare・璃・：tj◎q．t　a（…HU：）玉◎ru琴a：．
　　みん．な　　　流れて　　　　しまっていた　t1　　　　　　　　　　　寄港するのば「

　　　　　　　　　　　　　　　　　葺oruneja　（ff　ti：）
　　嵜港するなあ

　　　　　　へKS◎・ede　zeNbuhiτ◎；‡e　l〈uruk◎ta．hir．・：te　k’i　一一一
　　それで　　　　　全部　　　　拾って．　　．　来る　　　ととは　　拾って　　　　　来

　　taka．e
　　たかね

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Y　hir◎：ten〕Q　kuruneja　（H　u：）　h◎kano　hu玲ja・．ku一
　　・拾・ても　　来るさ　　　　　　ほかの．　細ま　　く

　　ゆ　　dak：eta　hunem◎　aqtakeNdone玉a．
　　だ胱　 ．舳　　あ・た廠どな．　「．「．．『』　：　’

壼hune：．・◎n・t・ki　・i：・・n・・：・・卑了斎・kite　uti・a：
　　舟　　　　　その　　　ときに　　　　　その　　　大波が．　　　　米て　　　うちなど

　　jamaSaN鍛・iE蒼a崩営aτe£a　t・kij・n・：　（Y亡：）S・re一
　　やまさんの　　　　家が　　流れた　　　　ときよねえ　　　　　　　　　　それ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへ　　kara　kokono　maeni　an◎：zlak◎9’ojaga　aqもa募a　na　k　ama　一一
　　から　．ここの　蝕こ　あのう　じゃこ小屋が　　あ？たが．仲間

　　no　arera：mo　zeNbu　Iユ言責arete　simo：ta　tQkijono：
　　の　　あれ．なども．　　全部　　　流れて．　　　　しまった　　　ときよねえ

Y。き蒼。，et、

　　　流れた

Hs・h6　t・kh圭hit◎wa　ita朗a．seraqtaka．n・：
　　　その　　ときに　　　人は　　　撰害は　　　　なかったかね疎．

Y嘗：　hitowa　jamasaNno　ba了薫a　siNdab言二～illan．ela
　　ん一　入は　　　　やまさんの　　　　　婆が　　　死んだくらいだな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一24．一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　ヘへり　　　　ロ　ゆ

聡　jamasaNno　oba：sa｝・1　wa　ar3a　siNdjoqte　jotogisljoqte
　　やまさんの　　　お婆さんは　　　あれは　死んでいて　　　　お通夜をしていて、

　　n蒙aretag流la　nakaqtakae　ar論e　siNdakae（騒齢
　　　流れたの鞠　　　なかったかね　あれで　死んだかね　．．　：　・

　　jotろ寮isijoqtさtfja　nakaqtur◎　arja：　daita圭wa　jo：　G・一p
　　　お通夜をしていてでは　　　　なかっただろう　　あれは　　．大体は　　　　　　　勤け

　　斎。k、・1。・。i。。qt。　wa，ik。qt面識。qt。k琶・。。1．」。、㌃鳶。一

　　なく　　　　　．なって　　悪かったのだからねえ　　　　　　　　　　　動け

　　kaNjo：ni　Ba〈1te　nぎ§larete　　siNd’言惹≧〔這jano
　　　なく　　　　　　なって　　　流れて　　　　　　死んだのだ

H　 a　sO：kae
　　あ　そうかい

Y阿戸i言鳶etjoqt言葺言～rj3n◎
　　　うち上げていたのだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

H　U：S◎：kae　U：degaiwa　OmOnl　dONna：kOtO　SitaZe
　　ん一　そうかい　　ん一　出買は　　　　おもに　　どんな　　　ことを　　したの

Ydδミaiwanela（騒音）k・k・幅h｛t・tum◎nai　t◎k澄jaqt塗｛一
　　出買綜だな「』：　　　　　　　　ここは　　　少しも　　　　無い　　ときだった

　　鳶a’ham諮jaQ℃ake町1ela　‘HE：）　zu：qt・k・qkaranela
　　が　湧潜っ窄からなあ　　　　　　　　　　　　ずうっと　　ここからだな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　へぢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへ　　　　　り　　（He：）　naNdla：qt◎　d《響aiwa　lma　lwaslo　k　uT　g：　at　lkara一
　　　　　　　　　　あれだった　　　　出覧は　　　　今　　いわしを　　九月から

　　neja（Hi：）Seqkiiqpaiwa　taite　iwaSikalni　lta
　　だな　　　　　　　　大晦澱いっぱいは　　　たいてい　いわしを　買いに　　行った

　　UrUmeoneja　　うるめをだな

　　dok：oie
　　　どこへ

Y：ij・karaneja（K領：）’．hl言：惹anela（H’1｛：〉・m・ll・hl篭：一
　　伊予からだな　　　　　’　　　　日向を　　　　　　　　　　　おもに　伊予　　霞向

　　餓♂laqtanela（H宣：）eNda：naninim・itajo　ge｝akaini一一
　　　だったな　　　　　　　　　　　　おれは　　玄梅にも　　　　行ったよ　玄梅に

　　．m・n・」・（耳・・）9・Nk・i碗・翻・it・；」・
　　もだな　　　　　　　．玄海灘にも　　　　　　　行ったよ

Hiwasi　kainila（Yiil：）一t｛：geNkaiガ蕊a　hukuo1｛ano
　　いわしを　　買いにか　　　　　　　　　　ん一　玄海灘（と書えば）　　　福岡の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・　25一



Y

、t、，i．．k『a：。．。’．

あたりかな．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

。：h。k。6k・n・t」・qt・t・ma・・ρlw・1・lu：t．・kli；’一

おう罰の @　ちょっと．揃の　瀦　いうとこ
蒼。。面貌1詠＝a。：e’i・
．うが　　おもだったな　　　　　　　．　　　　　　　’

‘　ti：hd．ilt㌔，a　t娠’li　i，t、a　at、，im。　it。k。。・。壱ti舶

ん一　そしたら　　　対馬　　　　あたりも　　　　行ったかね　　　あっちは

淘曝評a協鉱　　　．　　　　　．
　　　　　　　　　　　ネ　　　　　　　　ロ　ヘヘへ
U：hoitara　juwa］aga　ma：
ん一　そしたら　　　岩屡が　　　　　まあ

　　　　　　　ヘへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むり

juwajamadedjaqta　juwaja　jti一：　t◎kodja（ltaneja
　岩塗までだった　　　　　　　　　予予と　　　　いう　　ところだったな

（H箔、）ak。w、：S＝。。。　t。ki。ia・ki前葱、　ki」Oq，’。・．．

　　　　　　　あそこは　　その　　　ときには　　　　汽車が　　　　　来ていた

。，」。（Hぴ、）、nG、，ib。Nw、。『el、（W言，）。i醸喜。．t

なあ

j・． i一番購　　・＿、一瞬酬
k・：tene垂a（Hu：）nibaNwa　kis蚕ag’a　k・：te弓
隠・て趣　　　　、．二翻．　汽鰍で郵罪人）が買・て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タへ

u：）　sa｝lbaNwa　sono　dai「tai黛a　sono・　itibaN　haN一
　　　　三番は　　　　　　その　　　・大体が　　　　　　その　　　　一番　　　　　半

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
neba：ni　narU　tokidjaqtaneja　（鷺　U．：）　m｛Nnano
値ぐらいに　　　なる　　　ときだったな　　　　　　　　　　　　　　　・みんなの

tub◎e　nanisita「a　 o：kena　homairae　 tuNdarineja
　壷へ　　　　あ潔したら　　　　　大きな　　　　帆前船へ　　　　　　積んだりだな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
（H、経＝｝、．「蹴留’器“h隠妻ew・a．甥唾慧灘ba：

　　　　　　　　も　tumu　h服ed重aqtapeja
　積む、　　船だったなあ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘・

d諮盤a3a（lY・・礒：）歴孚垂Ng・Nt認懇・kゑ翫？

，． B’
P．』

戟F♀噤D・ka瞭、」Qn6，　　　　　　　．三
れ生（の魚）を． モ､のよなあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿26　＿



Y　RamaO，　ko：te．
　　生を　　　買って＼

H　 ko：te　sorekara　do：
　　買って　　　それから　　　　　どう．

Ysiohitene玉a
　　塩　　してだな

H　 賓：　 tarU，　moqti　 ite
　　ん一　樽　　　持って　　　行って

　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　へYta・udja：ikaNkeN　inag・・a　kaNk…　i・ir’e、　Te　．．．
　　栂では　　　　　いけないから　　そのまま　　　（漁船の）生謎へ　塩を　　入れて

　　toqte　1捻◎N奪e
　　蝦って　　もどって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ゆHh・：『kaNk◎e　s・B・mamano（Y　u：）慣im・ad、e・toqte・e、
　　ほう　　生餐へ　　　そのままの　　　　　　　　　　うちまで　　　取って

　　mO避akae　’　　　　　　　　　　　　　．　．・．言
　　もどったかい

　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

Y　 u：　uti：　toqI；e　moNte　sono　 tokin・i隷e．ja　 （壬至　u：）

　　ん一　うちに　　取って　　　もどって　　その　　　ときにだな

　　　　　　　　　　iqpaide　naNbu　m◎：keta重。　j：u：tara　：saNniNde
　　一艘で　　　　いくら　　　儲けたかと　　　　署ったら　　　　三入で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へり　　nOqte　ite　joqtariwakedjaq£akeNn・eja　gQZ’jU：e茜
　　乗って　　行って　　四人分けだっ．たからだな　　　　　　　　　　五十円

　　aqtakeNnela　hitOkO：kainine3a
　　あったから　　　　　　　一航海にだな

蕪　 soitara　 nihjakUeN　 m◎：ketajaika　，　　　　　　　　：　　、
　　そしたら　　　二哲円　　　　　儲1顧たじゃないか

Yu：hihjakueN　　　　・　　．・
　　ん一　二百円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りH　 hunewa　 （hoitara）　hi：toribUNni　 Baru　
1ユ三：

　　舟は　　　　　（そしたら）　　　　一入分に　　　　　．　　なる　　　ん．一

Y謝rO霧．n’．9ρ：』罫為IUr：eR轟1職a“．e　’j　a・．「呉萬ueN一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一27一一



Y

一if，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘ　　　 へ
d｝aqtakeNlleja　h圭9a　◎Ndara：9a　hij◎．：．n卑，　ka．karu
だ・たからな　　　騨　練たちが　　晦に．．．．かカ｝；る

　　　の　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

tok三ll．1a：nela　　　　　　　　l　　　　　　　　　．　・
ときにはだな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　へ　　　　　　　　　　　　 　ヘ　　　　　　　 ヘへ
higa　tukidjarOgae
碍が？　　　月だろうな

　　　　へ　　　　　　　　　　　　　へ

tukiga　tukiga　rokueNjo　n三z．iqseNdjaqtake．N．．
月が　　　　月が　　　　六円よ　　　　　二十銭だったから

　へゆ
hi　9．・　　　　　　　一．　．．　　一1　　・
日が

　ヘへ　　　　　　　　　　　　 　
higa　（K　 u：）

　βが

　　　　　　　　　　ヘ　ツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
t嘩i・・hi3・：ga、　rQkueN　cl・u：h・N・ara　a：三・tUr
月の　　　　日傭が　　　　　六円で　　　　　ん一　そしたら　　　あ一　　八

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘタlgibUNjonQ：　hit◎｝〈・0：kaide　hi奪ok◎：kai　naNni重i一
月分よなあ　　　　　　一航海で　　　　　　　　　一航海　　　　　　　　何霞く

ba：1・　・k3qtaze・　　　　　　　　　．　．，
らい　　かかったの

　　　　　　　へ　　　 　
an・：・i・：9・や・・：・玉・：h・tln　i・ti・U駅玉・．　it・n・三a
あのう　　正月の　　　　　　　十八日　　　　　　　　　すんで　　　行ρてだな

　　　へ　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　

（Htt・：）n藍9．atuno　S・ko　ita　t・kinj　a．　nigatun・
　　　　　　　二月の　　　　そこへ　行らた　と．きには　　　二月の．．

　　　　へ
Ra．ka9（＞r◎ni　m◎Ntaneja
中頃に　　　　　　　　もどったさ

り
U：　juwajae　it．a　tokin．三a
ん一　岩屋へ　　　　　行った　　ときには

hit◎tukiba：　kakaqtenO：
一月くらい　　　　　　　　かかってなあ　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　’

hitoliuk．ibq；　 球akaqt（≒no：．．
D

一月くらvl　　　かかっ．てなあ

§ρ，N、9三・．P、i脚・，k…U．．・・．k　im…　uk・・d・R・玉・（H｛1’・，）

そのように　　　儲げる　　　．　　ときも　　　あるけれどだな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’？8一



r
．

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへ

ano：　hju：9ano　：s・im・a．　．fi・o．ur．a　 ju：　tok・ode　．tU・Nda
あのう　　日向の　　　・　　凝の濾と：t．tl　　　いう　．ところで　　　積～しだ

　　　　　　　　　　　　　　（地名）
　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘへt◎ki．nja：ne藩a・　（・H　　u：．）　　k・u：9．a　t・Ufie，　11m．a．tlurid．葺aq・ta

ときにはだな　　．．　　　　　　　　　九月の　　　　　祭りだった

　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　へ　　　　　　　　　　　

協もati…彗晶罷賜1圭ma傘d脚「黛a…・翻」a：齋、器0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ツへ
3aSU：N　naq．teR・：（HU：）．k．0：ロ　毎｝k垂e　kuruga
安く、　．　　　なってなあ　　　　　　　　．　・高知へ　・　積んで　　来るのを，

　　　ヘ　　 ﾞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
．S。n「 掾ERa．h、．o　hosi：董aqta．（．ff　U：）mO．：ikaN・ke．N

　　　　　　　　　　　　　　　　　やった　　　　、　　　　もう　　いけないから　　　　　ものを　ほ　　乾しに　その
（このあたりi発音不明騨．）．（書いさし）

k・r蚕ahir◎sim盆e　ikG：ze3．a．．jute．hirQs蜘ae
これは　　広島へ　　．　行こうよと　　雷って　鴎へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 り　itaga　h．i．rゆS・i環．ad峯a・：・n．3Nd玉a：．qユaze3．0垣．a蜘eNba：
行・．たが　鵡駕　　　 赫だ・たよ　　　．．百円くら．い．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ：s・O、．Nga＝雲ta．．kot，　o，mO、a、r　Uk，e1晦・e玉a（H　U．；．）sO．rekara
損を．・　　・した　　　こども　　　　あるからなあ　　　　　　　　　　．　　それから

　　　　　　ヘヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘへ
mata　憩odorisi簸ani　uti　mod◎ra．Nd．u．kuエ｝i、　lu：㌻o
また　　　もどる途中で　　　　　　うちに　　もどらずに　　　　＿，＿　ずうρと

　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
i、iPd・0．．　k．Q．：te　k（｝｝1．do：Son◎　ga．kO：．ti・・．motleita

轡で　轟て　鞭、　その．．ものを離へ’持・てい・欺
　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

鍛ed臼s4tL”O・㍊N・贔雛’1恥二）・赫濃・e『’・‘a

k・t・m・・川・・覇・k・R亀垂・・，6のw，．．油1畔1．ilk・一
，ことも　　．．ある　　それだから　　　　　商売は　　　　　　言っても　．　＿駄

　　　　　　　　　へna・：・玉a、ぐ翼U：）S◎1　1｝Q．i・kμt・．垣即．aruk，e、；N　Bej　a”
呂だ．よ　　　　　　　　　　　　　　　　　ときも・　　、あるカ「らな．毒

　　　　　へ

饗躍n◎．：．9蒲『lllN徽慧、e購船脚至野。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
arU串・n・t。t圭．U：de・．S卑keni・：tari　s・ru　kQt・
ある　　その・　途中で　　　　　．L’けに　　　あったり　　　する　　　ことは

　　　　　　　　　　　　ツへ

凱襯k∵鱗船PX　bunemg淵監・嫌総u圃a

　　　　　　　　　　　　　　　　　－29一



　　fl、晦・瞬・∫ki．・・N・・m・ni「6・tu・ち喜会・．．

　　ないから　　うんと朋　危験な　　　　目に．’　孝～つただろう

Y・
ｾ：’t。tr・9、・．。。1。崩。．，i　mi：面。la」a…’：一，』：； D∫．’

高堰@na一

　　ん輔燭醜　　　臼繊　見て肋　 ．あのうよい．．準

　　，6。．擁瀬，。k。・。。」。．（ff　tt，づ点証巾j。　h　i」・資態、

　　へ入れるふらな　　　あれだ　R和が
　　s　uvL；　q　“a　n」　a　：　，　d　el　t　d．　’　i”kaNkeS3’　A’　o　：’　’a　sQpo　zi’b　uN　n｝a一一一

　　固まらなければ　　　　出て　　　行かないからなあ　　あ　　その　　　時分には

　　n ，． FdN言・），。’・　d．・j。k，・h，qざ。。1．　k。k、q細小3。k・・

　　ねえ　　　　　　　　それだから　　　　久しく　　　　かかったのだから　　，

　　wari：’　hljorinja：・一一・

　　悪い　　　　日和には

　　a：　kju：siu：maN’trei　i　kuni　h’i　t’otuk’i　kakaru　一jli：“g”a

　　ああ　九州まで　　　　　　　行くのに　　一月　　　　　　かかると　　いうが

　　s6Nn　’a　ko　to　’ar　ti　ke　：　ni　a　q’　s’U・　“gV　u． 　i’
@’

求@eta　ra　so　｝Q　n　a’
獅

　　そんな　　　ことが　　あるかい　　まっすぐ　　　　行けたら　　　そんなに

　　’h　i’t　o’　t　uk　｛ i6’6・・1・・…’・

　　　一月も　 ………

rytt　kowa’堰@orne’ Ftar’≠獅p：　bajo：　rn－inato　’ 狽盾窒浮汲?ＮnQ：

　　こわいと思・妨麟　　　早く　　港へ　　入るからな奔

　　dok’o　dekoi　itara　’p：　minato　aru’tu：　1；ot6ga
　　どこ　　　どこに　　　　行ったら　　よい　　港が　　　　あるという　　ことが

　　’wa　1〈　aqt　」orukeNn　o’：　（H　u’h’：　）　’　s’　er　eka　r’a　keno　so　rP一

　　わかっているからなあ　　　　　　　　　　　　　　それから　　　　　この　　　　それ

　　Ei’e　at，ira　」u：’ta’rl’5．・no：　tj“’o’　：“’d－o　kQn’o　i」oa　harp．aq一

　　で　　あちらと　君ったらなあ　　　　ちょうど　　この　　早期へ　　入っ

　　tar’a　’nan”；’　“d“　｝’　ano：　’tos’awa　seNna　koto　naikeNdo

　　たら　　　あれ．．だな　　　　　　　土佐は　　　そんな　　　ことは　　ないけれど

　　i’」　ee　’hama　qta　’r　a　sok　o　ka　’1”　“gV　aNwa　no：　ka　”｛’　Ng　aN　no

　　伊予へ　　はいったら　　　　その　　　海岸はなあ　　　　　　海岸の

　　・i　6’lir　a「fi、’n．i．3・。。：．ぎi　k◎n・・：k・fi・k・：・・se驚ura量

　　潮が　　　　あれだね　　　　　　　この　　　大きな　　　　川の　　　潮ぐらい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一3e　一一



　　i、。k。．，、．n。，，i，。6．。、m、，elipo‘s、69。。6、，、（H：li，1’；．

　　流れるからねえ　　　　その　　溝干の　　　　　潮がねえ

　　も。壷dざsi。。i・i駈。、。k。。。。・．諭麦、玉、6k。．6i轟、一

∴∴＿漕甑j。∴1∴∴。∴。、一
　　　ったら　　どこかに．　　　　行くと　　いう　　ことが　　　　風が　　　　 少

　　，葺。：w。，i、，。m。。。．（17）（K　lir、）∫。，。k。、。。」a磁．1｛：）

　　々　　　　悪くてもね髪、　　　　　　　　　　　　　舟を出すからなあ

　　，i。　k。qt。、。Nd」。fk，・i。i。。。　w。，i：，。ki’ti．∫、：’

　　潮を　　計算して　　　それだから　　　　　　潮の　　　　悪い　　　　ときには

　　n、。i3・k。，瞭。」・：n。k。・」・njak・・賑・w・・ii
　　あれだ　　　　風が　　　　よくなければ　　　　　　　風が　　　　悪いと

　　勇。：t、，a。、ni」。，圭・k。q・e」a，uk6・・i　S’。n◎。i「yt。一

　　言ったら　　　　あれだ　　　潮を　　計算して　　出すから　　　　その　　　　蒔聞

　　Ndeneja如aka・a　k・鷺・「s孟さ～liaqt∂ra　k◎N面。・
　　でだな　　　　　今から　　　　　この　　　潮だったら　　　　　　　今痩の

　　、i。w。　d。k。搬涜。　i　k。・，uk。・…d。，36：，j。・．wb’．’b。．。

　　潮は　　　　どこまで　　　　行けるけれど　　　　少々は　　　　　　あの

　　k。z設。　wa，圭：s。m。」。・e，u・1・・。・“i玉、・・：k、n。3、擁」。：＿

　　風が　　　　　悪くても　　　　　　出せるから　　　　出そうかなあというよう

　　朗玉。qpari。i・k。qt。　i、qta：k。Nnei。
　　に　　やっぱり　　　　潮を　　計算して　　　やったからなあ

麗、◎。nani。i。　h…k巾。。k。妻。。k。w。（18｝

　　そんなに　　　　　潮が　．ひいているか；ね　　　　　　あそこは

Y　 hikijoru　（H　’e／：）　kowaiz◎　gO：gO：　gO：gO
　　ひいてる　　　　　　　　　　こわいそ　　　ゴーゴー　　　ゴーゴー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねHSONnara　SOnO：SiOga　9．j．akUn◎　tGkinja：naka1｝aka
　　そんなら　　　　その　　　潮が　　　逆の　　　　　　ときには　　　　　なかなか

　　hunia　ikana：n『o：1
　　舟は　　　　進まないなあ

YikaNkeNne蚤a
　　進まないからなあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一31一一



葺「 ﾇ∴鶉・臨・．・・．S・・i．1・ni・n…」・・ni．・・・…mさ這ρ．・．・．

　　ん一　そしたら　　　．潮に　　　乗るように　　　　　行き帰りを　　　ドひ．、』．．仁

　　象髪輿・e’te．無幽・・；耀薯・…　駕擁潔・・1ぐ嘉葛〉

：莞三‘嚢，淵・・6！19｝繋…ilw塾．1獄・・a：膿寧垂・q一

　　憲うoe一．一．「一一

Y： ｫ・．甑茎略解副a鰐ごゴ甥s’kr「a聴．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S6ke　jaStぎ磁a錘keNd・neja（｝葦合：）・muk・a・．sinja　ro一
　　あ．まり　　休まないけれどだなあ　　　　　　　　　　昔は　．　　　　　六

　　ku飾t．噛i：t6｛tポ
　　　月一霞と

輩・6k憶・…i・t・iw・d・・」u・te　」a…d・2・・．
　　六月一擾は　　　　　　　　　　どう　　　いウて　　休んだぜ

Y・・qk灘a　S・・’・t・」aSU・bl・d・噌…　．・三a　aR・・◎：kli一

　　節句だと　　　　言って　　　休んだなあ　　　　　　これは　　あの　　　六

　　．藁・ta’t．寮w．3　　　　1

　　月は

KnaNn．◎　seqku　iu：te
　　何の　　節句ζ　言って

Y・eqku　」・・t・海・k・・d。．己面∴k・・iw巨蛾，i・，。N一
　　節句と　　　需って　　　言うけれど　　　おれたちは　　故事は　　　　わからない

　　k。・d◎n、・d蚕、。。ia」、qp、，三，。k遠、tuni．．毒、き「q．，、，h

　　壁・あ、騨．．、やっぱり．∬騨　 ．掌ったら．．．

　　〔」a，。mi・・ik・明，，uNd．、r◎：〕m。・（笑声）〔．，3。trg。一

　　1盤織鴛、、）　休んだろう）　、もう．＿，〔期
　　・窪ぎ。・。・ek。。。　i・q．・i。：k。・b、，m。kaSi、、6・、・論3、一

　　が　そ繊　 欄くらい @　昔　あρたという『卸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一32一



Y

．
Y
H

Y

　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　り　

ika）　　rok：U黛atU　rokU黛a£Uno　tUkinja　miqkaba．：
ないか〕　　六月　　　　　　　六月の　　　　　　　月に．は　　　　三艮くらい

癒、蝉噌西嶺。獣爵hath噸・雷f翻w・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　zju：hatinit三t（｝r｝e：　 ｛．互：

十八黛とねえ　　　　　　　　　　　　ん一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へゆ
sitigatuni　fiaqtara　nid◎neja　tanabatasaNto
七月に　　　　　　　　なったら　　　　二度だな　　　　　七夕さんと

　　　　ヘヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
蓋膿t◎de潔野a窪’F，Ci　k　a　5謀え忍Nde価’）転筋no

　　　　　　　　　　　　　へ£oki◎ja　miqkadjaqta　sonO　maenja　iqsju：kaNn｝，　o
ときには　　　三日だった　　　　　　その　　　前には　　　一週問も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～．
jcaSUNdari　su．ru　 kOtomO　arukeldone量a　　（1雀　u：〉
休んだり　　　　　する　　ことも　　　あるけれどだな

　　　　　　　　　　．　　　．　　　　ty～　　　　　 ～～ @　　　　 ．．　．（2⑪）

S◎n◎：：　ma：　　」◎：　　謬aSUm1≦ζa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nan葺jUI　SON－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aqtaga
そのう　　　まあ　　よく　　休みが　　　　　あったが　　　何かい　　　　そん．

na　tokubetL・ni　kimaqta．　S三kisiklno　3asumi
な　　特別に　　　　　　　きまった　　　式日式日の　　　　　休み

按。i。im。、m燦。窟3、・。。・．・・di、・壬。・t。。N，。蚤as。二

斜眼も @　爾こいだ　　なんだと　麹て　うんと嚇
　　　
1n量ga　arja：sezaqtakae憩ukas葺a
カζ　　　　ありは　　 しなカ｝つたカ｝ね　　　　書・は

　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　　　　　　　　　　　ロaqto3◎　muka．Sjaneja
あったよ　　　昔はだな

窺・即罵先・…躍♂ゆ6£藷瓢塑a誌1・一

Sezaqtakae
はしなかったかえ

bjO：kinO
病気の

seki，鳶。。i玉。：9。：，iq，玉。，ukae
赤痢年と　　　　　　いう　　のを　　知っているかね
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YU：asi・qt30ru
　　ん一あ　　知っている

　　　　　　　　　　　りり箪　sono　sekiridosinia
　　その　　　赤三年には

nanika：　’，　ekuberuni　jasu一

何か特別に休
Nda　koto　naikae
んだ　　ことは　　ないかえ

Y　tiqtomo　siraN　nainika：raN
　　少しも　　　　知らない　　　どうもないらしい

　　　　　　り　　　　り

しg　utira：d3amukasi　ano：bjo　kini　naqtatoki、n圭
　　うちなんかでは　　　昔　　　　　あのう　　病気に　　　　　　なった　　　ときに

gokito：　jaqtono
御祈藤を　　　　やったよ・

注

1．木挽閑談

（lj

2

3

（li一）

【
0
6
7
8

〔p．5〕　kuところ，うち，家、よさこい節に部いうたちいかんちやおらんくの池にゃ…”

がある。

（P．5〕　窟公地つまりここではゴ国有林。

（p．5〕　hata　は共通語だからそのまま直訳したが，私発こよれば，ほんのわずかだが，

方言的なにおいがあるようにも感ずる。

〔p．6〕　toqti　kitjoruと切り離す。（笥正）共通語の1一て」「で」に嶺た：るとこ

ろに／ti／／di／があらわれる。この現象は大方附でも，万行（まんぎょう）・鞭（ぶち）

（厳密には「浮鞭」）・加持（かもち）・湊頬（みなとがわ）などの部落に限られており，そ

れも主として老年層の聞に見られる。

〔P．　6〕　（k〕が脱落しているa

　　　　　　い〔P．6〕　Ogaのこぎりの大きいもの。

〔P・6〕　hira　方，｛臨

（p．6〕　地点・霞標などをあらわす「へ」に面当するものに／i／があらわれる。±佐清

水市・大方町・高岡郡旧長巻村などで使用される。

一34　一一



檜
α
◎

の
鱒
紛
の
窃
碕
の
麟

に
α
α
α
に
に
α
α

囲
⑳

（2V

ca2）

tz3）

髄

（p．　7）

（p，　7）

さがす。

（p，　7）’

（p．　7）

（p．　8）

（p．　9）

Cp．ie）

〔P．王◎〕

（p．10）

CP．11）

っばる働きをする。それで，根をturu

（p　．11）

（p．11）

切り口に捜入するものe

（p．12）

（　p．　12）

〔Pほ2〕

Cp．14）

（追記）

＊　（p．　9）

＊＊　（p．ll）

寧率＊〔P。13〕

　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

saogU　or　sawagU　あちこちかけずりまわる。

taNme　t　ilpa：ru　を意幽したものであろう。　taNmeru　or　ta　Nne　：r　U

si　fi　as　V．　物をつくりあげる。

木に羅の懸をつけるのである。

主格をあらわす助詞。

長いたけの木を意難しているようである。．…　　　　　　　一

dake①断崖　②葺まじりの土。　dakeが独立して使われることもある。

tuは接頭語・　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．

riN　一種の肱
山の傾斜地に立っている木ゆえ，その木が倒れる際など根が覆のようになってひ

　　　　　　　　　　　　　と言ったものであろう。

　、　　　　　　根が木をひっぱって支えている。

立木を切った際木の璽心がのこぎりにかかって来るので，それを避けるために
　　　　　　く込．

へnagaSu　r下へ落とす」の意。

　　　　　　　縛ドニラ

一種の植木のようで，三王7のriNと岡じような意味らしいρ

「受口を切る」は倒そうと思う方の側に斧を入れること。

〔kOSO〕に近く聞こえる。
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2．漁師の思い出話

（il

（2｝

つ
り
4
5
6

7
8
9
沁⑬
⑳
⑬
繊
⑱
⑱
鋤
⑱

α
り茎

韓

〔p．16）　date　臨　「年配」の意。　「達」のなまったもののようであるが，単なる複数で

なく，　「年齢層」の意味に重心がうつっている、　（浜頒数義氏説）

〔Pほ6）P◎Nt◎（全部）は・筆考も少年時代長岡郡後免町（現在南国市）近傍でよく使用

した。類語に簸eNgor◎；SUqt◎N　があった。

〔p．16）　hanamai　足摺鯉周辺をいうd
〔P’ D17〕　paiは，：舟を数える単位。須崎市あたりでも使用。

〔p。17〕　joNzju：の前にme捻iが，ごくかすかに入っている。

　　　　　　　　リ　　　へ〔ひ．17）　siNda：dja｛ko　を目指しているが渉dと｛がsi玉ent｝こなっているし・ko

もはっきりしない。

〔ひ．19〕　もちろんtok◎ro：と表記すべきかもしれぬが，仮りにこのように表記しておく。

〔P．19〕　このような場合・幡多方琶では勘詞のteが顕現しないことカ～しばしばある。

〔P．22〕　do：　ju：と分けて書くことが考吏、られる。

〔p．22〕　浜田数義氏によれば，h◎NnOは，副詞であるが，実質的には感動詞に近いとい

う。

（p．22）

（p．22）

（｝　．22）

（p・．23）

（p．23）

（p．　24　）

（iii．31）

（p．31）

kur3は，野菜などの株を数える単位。

　ヘへ
bagtriたらいの形で，更に大型の桶9

j・am．a・aN盆とい稼の屋号．膿のとき家が流されたらしい。

黛aに独立性の強いと思われるときは，仮りに分けて表記した。

k◎s2N　屠上に対してのみ使胴する。着b人は使用しないa

ju：te　ことばの聞に自然にはさまつた一種の発語。

一般にはwa　r　u：temo　である携老人にはこのような特殊の言い方があるe

ako（あそこ）　幡多地方のみならず，三下で広く使用される。（長岡郡大豊村

などを除く。）

〔p．32〕　録畜の関係で明瞬性を欠く。slkizituを意図したものか。ちなみに「しき」

は・浜田数義氏『大方町方言集遇に，「正月，盆など年中行事として決っている休Bjとある。

〔P．33〕　話の途中にはさむ一種の間ことば。ただし一般には使われぬ。

〔p．22〕　〔o：rjo）〔orijo〕あたりを昌指していると思われるが，〔d3圭：r◎〕に近

く聞こえる。
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